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はじめに
このたびは、全天候型測定データ記録装置「KADEC21-US」、ＣＦカード式全天候型測定データ記録装

置「KADEC21-US-C」をお買い求めいただき誠にありがとうございます。KADEC21-USは、ひずみ・白金測
温抵抗体を測定するための専用器です。ストレインアンプ内臓していますので、ブリッジ抵抗３５０Ωのロー
ドセルタイプのひずみセンサを直接入力することができます。外部にブリッジアダプタを接続することによっ
てひずみゲージも接続できます。また、白金測温抵抗体センサPt100Ωも同時に測定することもできます。ま
た、「KADEC21-US-C」はＣＦカードを使用して記録データを回収することや、ＣＦカードへ自動データ転送
機能でさらに多くのデータを記録することもできます。
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１．各部の名称と機能

センサ入力端子台 ：各種センサーを接続します。
動作用電池 ：測定用動作電池です。
LCD表示器 ：記録値など各種の値を表示します。
外部同期端子 ：計測などのタイミング信号の入出力端子です。
外部電源コネクタ ：動作電源を外部から供給する端子です。記録計の電源電圧は、ＤＣ６～９Ｖの範囲

です。
リセットスイッチ ：強制リセットスイッチです。通常操作することはありませんが、予期しない動作時に

使用します。
CFカードスロット ：CFカードを差込むスロットです。
CFカード回収電池 ：CFカードを動作させる電池です。（CR123Aを使用）
ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整つまみ ：LCD表示器のコントラストを調整します。通常は中央付近で最適な状態です。
測定スイッチ ：測定開始と測定終了（待機状態）のスイッチです。
操作キー ：UP、DOWN、ENTERキーの３キーで、記録計の各種設定を行います。
ＵＳＢコネクタ ： USB-MINIBケーブルで接続しパソコンと通信を行います
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２．センサーの接続方法
２－１ センサーの接続

KADEC21-UＳとひずみセンサ、白金測温抵抗体センサと接続方法は次の配線図を参照して接続して
ください。ひずみセンサケーブルは大きい方のＳＣロックをとおして各端子に接続します。接続後、正しく結
線されているかどうかをメニューの入力モニタにして確認します。また、使用するセンサによっては配線の
色が異なる場合が有りますので、センサの信号線の内容と同等の信号線を端子に接続してください。

２－２ ひずみｹﾞｰｼﾞ測定
ひずみゲージは、機械や構造物の表面に接着して、その場所に生じた微小の機械的変化（ひずみ）を電

気信号として検出するセンサです。
ひずみゲージは金属抵抗素子の抵抗値変化により、被測定物の表面ひずみを測定するものです。金属

の抵抗値は外部から力が与えられた場合、圧縮されたときは抵抗値が減少し伸ばされたときは、増加する性
質をもっています。例えば最初の長さをＬ、ΔＬ分伸びたとしたときのひずみ（ε）はΔＬ／Ｌであり、同様に
最初Ｒであった抵抗値がΔＲだけ変化したとすれば、「ΔＲ／Ｒ＝Ｋｓ・ε」の関係が成り立ちます。Ｋｓはゲー
ジ率といい、ひずみゲージの感度を表す係数です。

接着したひずみゲージがひずみεを受けた場合に生じる抵抗変化は極めて小さく、例えばゲージ率が２
であるひずみゲージに１０００×１０－６のひずみ（１ｍの長さの材料が１ｍｍ変化したときのひずみで、鋼材
の場合、約２００ＭＰａ（約２１Ｋｇｆ／ｍｍ２）の応力に相当）が与えられた場合、抵抗値１２０Ωのひずみゲー
ジでΔＲは０．２４Ωと非常に微小抵抗ですので、ホイーストンブリッジ回路を用いて電気信号に効率よく変
換しています。

ロードセルなどの測定値から物理量への換算方法は次のとおりです。

求める物理量 ＝ 測定ひずみ値 × 校正係数

※共和電業製のセンサの場合、Ａ：等価ひずみ１×１０－６ひずみに相当する物理量を示 した校正係数、
Ｂ：ブリッジ印加電圧１Ｖを加えたときの出力電圧１μＶに相当する 物理量を示した校正係数、２種類が示
されています。
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２－３ 初期不平衡値 （ゼロセット）について

KADEC21-USのひずみ入力は、出荷時にひずみ校正器によって調整した初期値を記録計に記録されてい
ます。しかし、ひずみセンサはオフセットなどのセンサゼロ点が取れているとは限りません。改めてオフセット
（初期不平衡値）を確認する必要が有ります。オフセットを得る方法は、KADEC21-USのメニューから[Zero 
Set]を選択して、物理的数値が、ゼロになる状態のとき、Zero Setを実行してください。このときのZero Set値
は、現在値を記録しセンサからの入力値から差し引いた値を表示および記録します。工場出荷時は、Ｚｅｒｏ
Ｓｅｔ機能はデフォルト（未使用）状態に設定されています。

（１）ゼロ設定方法
①メニュー項目の「Zero Set」を表示させて、[ENTER]キーを押します。
② [UP][DOWN]キーで目的の[Zero]を選択して、[ENTER]キーを押します。
③「Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選 択して[ENTER]
キーを押します。

（２）ゼロセット機能解除方法
①メニュー項目の「Zero Set」を表示させて、[ENTER]キーを押します。
②[UP][DOWN]キーで目的の[Default]を選択して、[ENTER]キーを押します。
③「Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択して[ENTER]
キーを押します。
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３．操作方法

３－１．測定開始および終了

測定スイッチを[REC]にすると、設定された条件で測定を開始します。[STOP]にすると測定終了（待機状
態）となります。

＜標準設定状態＞
ＬＣＤ設定メニューの「Default Setting」を実行したときの、標準的な設定です。（４ ＬＣＤ表示の意味と設
定方法を参照）

特にご指定がない場合、工場出荷時には標準的な設定で出荷しますが、出荷時に設定変更をご指定の
場合は、 「Default Setting」を実行しても、工場出荷時の状態には戻りませんのでご注意下さい。

・測定インターバル ：１０分
・プレタイマー ：ＯＦＦ
・アフタースタート機能 ：ＯＦＦ
・通信速度 ：３８４００ｂｐｓ
・入力モード ：１ｃｈ＝ひずみ

：２ｃｈ＝Ｄｉｓａｂｌｅ（未使用）

３－２．記録計の設定

操作キーを押すとＬＣＤ表示器にメッセージが表示します。[UP]または[DOWN]キーを操作して設定メ
ニューを選択し[ENTER]キーを押します。設定値および表示内容の変更は、[UP]または[DOWN]キーを操
作し、[ENTER]キーで決定します。
設定メニューの詳細は、４ ＬＣＤ表示の意味と設定方法を参照してください。

※測定中でも設定変更は可能です。
※キー操作が９０秒以上ないときは、ＬＣＤ表示は自動的に消えます。
※キー操作は、通信ソフトでも同様の操作ができます。

３－３．通信によるデータ回収
３－３－１．データ回収

パソコンに付属（弊社HPからダウンロード可）のUSBドライバをインストールしてください。ドライバインス
トール完了後、本機USBコネクタにUSB-MINIBタイプケーブルを差し込んで、パソコンに接続します。次に
通信ソフトを起動して、データの回収や各設定操作を行ってください。

※データ回収や各設定操作は、測定中でも実行できます。
※USBのパソコンが割当てるCOMポート番号に、ご注意下さい。デバイスマネジャーにて確認・変更可能

です。

３－３－２．ＫＡＤＥＣ２１通信ソフト

ＫＡＤＥＣ２１通信ソフトは、Windows98以降で動作し、ＫＡＤＥＣ２１シリーズ記録計と通信接続を行い記
録されたデータの回収を行います。また、ＫＡＤＥＣ２１シリーズ記録計本体のＬＣＤとスイッチを画面上で
モニターして、記録条件等の各種設定を遠隔操作することもできます。
回収データをパソコンに保存することができます。保存したデータは、圧縮されたバイナリファイルですが、
テキスト形式に変換し、表計算ソフト（エクセル）などで取り扱い可能なＣＳＶファイルを作成します。なお、
データ回収を行った場合、バイナリファイルと同時にＣＳＶファイルが自動的に作成されます。
通信ソフトの操作方法は、ソフトウェアのヘルプを参考にして下さい。
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３－４ ＣＦカードによるデータ回収
①ＣＦカードスロットにコンパクトフラッシュカードを挿入します。
②メニュー項目の｢Card Download｣を表示させ[ENTER]キーを押し、[UP][DOWN]キーで[All]または
[New]を選択して[ENTER]キーを押します。[All]を選択すると全データ、[New]を選択すると最データが
回収されます。

③回収時間は記録データ数により違いますが最大（[All]選択時）で約４分間です。
④回収が正常に完了すると｢Load Finished｣と表示しますのでＣＦカードスロットからＣＦカードを引き抜き
ます。

⑤[New]を選択した時に記録計の内部に最新記録データがない場合｢No Data｣と表示します。
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４ ＬＣＤ表示の意味と設定方法
ＬＣＤ表示に表示されるメニュー項目の意味と設定方法について説明します。

各処理メニューを選択して実行する場合、操作キーを押すと、表に示す順に表示が変化します。表示してい
る処理を実行するときは、[ENTER]キーを押します。次の処理メニューに変更するときは[UP]または[DOWN]
キーを操作します。

測定スイッチ操作時の表示

メニュー項目 表示例 操作スイッチ 動作内容
オープニング ＫＡＤＥＣ２１　Ｓｅｒｉｅｓ キー操作待ち

Ｎｏｒｔｈ－Ｏｎｅ
ROMバージョン ＲＯＭ　Ｖｅｒｓｉｏｎ [UP][DOWN] 表示のみ

ＵＳ５.０　２０１１／０８ [ENTER]
日付 Ｄａｔｅ [UP][DOWN] 表示／変更

０１／１０／０９ [ENTER]
時刻 Ｔｉｍｅ [UP][DOWN] 表示／変更

１１：２２：３３ [ENTER]
インターバル Ｉｎｔｅｒｖａｌ [UP][DOWN] 表示／変更

１ｍｉｎ [ENTER]
プレタイマー Ｐｒｅｓｅｔ　Ｔｉｍｅｒ [UP][DOWN] 表示／変更

ＯＦＦ [ENTER]
アフタースタート Ａｆｔｅｒ　Ｓｔａｒｔ [UP][DOWN] 表示／変更

００／００　００：００ [ENTER]
通信速度 ＣＯＭ　Ｓｐｅｅｄ [UP][DOWN] 表示／変更

３８４００ｂｐｓ [ENTER]
入力モード Ｍｏｄｅ [UP][DOWN] 表示／変更

ｃｈ　１　　　　　Ｓｔｒａｉｎ [ENTER]
入力モニタ Ｍｏｎｉｔｏｒ [UP][DOWN] 表示のみ

ｃｈ　１　＋０２３４５μＥ [ENTER]
ゼロ設定 Ｚｅｒｏ　Ｓｅｔ [UP][DOWN] 表示／変更

ｃｈ　１　＋０２３４５μＥ [ENTER]
記録データ Ｄａｔａ　１８－１１：２２：００ [UP][DOWN] 表示のみ

ｃｈ　１　＋０２３４５μＥ [ENTER]
ＲＴＣアジャスト ＲＴＣ　Ａｄｊｕｓｔ [UP][DOWN] 表示／変更

25 [ENTER]
メモ Ｍｅｍｏ　１ [UP][DOWN] 表示／変更

Ｋａｄｅｃ（メモ１） [ENTER]
電池残量 ＢＡＴＴ [UP][DOWN] 表示／残量ﾘｾｯﾄ

［＿＿＿＿■■■■■■］ [ENTER]
出荷時設定呼出 Ｄｅｆａｕｌｔ　Ｓｅｔｔｉｎｇ [UP][DOWN] 変更のみ

Ｙｅｓ，Ｎｏ [ENTER]
ＣＦカード回収 Ｃａｒｄ　Ｄｏｗｎｌｏａｄ [UP][DOWN] 回収実行

Ａｌｌ，Ｎｅｗ [ENTER]
ＣＦカード初期化 Ｃａｒｄ　Ｆｏｒｍａｔ [UP][DOWN] 初期化実行

Ｙｅｓ，Ｎｏ [ENTER]
自動データ転送 Ａｕｔｏ　Ｄｏｗｎｌｏａｄ [UP][DOWN] 設定／開始

ＯＦＦ [ENTER]

測定開始 Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　ｓｔａｒｔ 測定スイッチ 表示のみ
ｉｎｔｅｒｖａｌ　１ｍｉｎ [REC]

測定終了 Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　ｓｔｏｐ 測定スイッチ 表示のみ
Ｃｏｕｎｔ　１５５６４ [STOP]
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４－１ 各メニュー項目の操作方法

メニュー項目 操　　　作　　　方　　　法
オープニング キー操作待ち
ROMヴァージョン

① メニュー項目の「Date」を表示させます。
② [ENTER]キーを押すと年、月、日の順で点滅します。
③ 年月日の正しい数値を[UP][DOWN]キーで設定します。

④
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。

① メニュー項目の「Time」を表示させます。
② [ENTER]キーを押すと時、分、秒の順で点滅します。
③ 時分秒の正しい数値を[UP][DOWN]キーで設定します。

④
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。

① メニュー項目の「Interval」を表示させて、[ENTER]キーを押します。
② [UP][DOWN]キーで目的のインターバル項目に合わせます。

③
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。
※インターバルの設定可能な時間は、機器仕様を参照してください。

① ①メニュー項目の「Preset Timer」を表示させて、[ENTER]キーを押します。
② ②[UP][DOWN]キーで目的のプレ時間または「OFF」に合わせます。

③
③｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選
択して[ENTER]キーを押します。
※プレタイマーの設定可能な時間は、０～３０秒、１～５９分の１分きざみです。

① メニュー項目の「After Start」を表示させます。
② [ENTER]キーを押すと月が点滅します。
③ 測定を開始したい月を[UP][DOWN]キーで設定して、[ENTER]キーを押します。
④ 測定を開始したい日を[UP][DOWN]キーで設定して、[ENTER]キーを押します。
⑤ 月日設定と同様な操作で時分を設定します。

⑥
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選
択して[ENTER]キーを押します。

① メニュー項目の「COM Speed」を表示させて、[ENTER]キーを押します。
② [UP][DOWN]キーで目的の通信速度に合わせます。

③
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。
※通信機能については、通信機能を参照してください。

① メニュー項目の「Mode」を表示させて、[ENTER]キーを押します。
② [UP][DOWN]キーで目的の入力チャンネルに合わせ、[ENTER]キーを押します。
③ [UP][DOWN]キーで目的の入力モードに合わせ、[ENTER]キーを押します。

④
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。
※各チャンネルごとに記録要素を設定して下さい、記録しないときは「Disable」を選択して
下さい。

① メニュー項目の「Monitor」を表示させます。

②
表示チャンネルを変更するときは、[ENTER]キーを押して、表示したいチャンネルを[UP]
[DOWN]キーで設定して、[ENTER]キーを押します。

① メニュー項目の「Zero Set」を表示させます。

②
[UP][DOWN]キーで「Zero」を選択するとゼロセット、「Default」を選択するとゼロセット解
除になります。目的の項目で[ENTER]キーを押します。

③
「Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選
択して[ENTER]キーを押します。

① メニュー項目の「Data」を表示させます。
② 現在表示中データは最新の記録データです。
③ さかのぼって記録データを表示するときは、[DOWN]キーを押します。
① メニュー項目の「RTC Adjust」を表示させて、[ENTER]キーを押します。
② [UP][DOWN]キーで目的のRTC値に合わせ、[ENTER]キーを押します。

③
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。
※RTCアジャストについては、RTCアジャストを参照してください。

ゼロセット

アフタースタート

入力モニタ

記録データ

ＲＴＣアジャスト

通信速度

入力モード

日付

時刻

インターバル

プレタイマー
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メニュー項目 操　　　作　　　方　　　法
① メニュー項目の「Memo」を表示させます。
② [ENTER]キーを押して、メモ１から６のいずれかを選択して、[ENTER]キーを押します。
③ メモの内容を変更するときは、１文字ずつの変更となります。
④ １文字ずつ[UP][DOWN]キーを操作して、[ENTER]キーを押します。

⑤
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。

① メニュー項目の「BATT」を表示させます。
② 内蔵バッテリの残量が表示します。
③ 動作電池残量をリセットするときは、[ENTER]キーを押します。
④ [UP][DOWN]キーを操作して、動作電池の種類を選択し、[ENTER]キーを押します。

⑤
「BATT RMIN RESET? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または
「No」を選択して[ENTER]キーを押します。
※動作電池の残量リセットは、動作電池交換時以外行わないでください。

① メニュー項目の「Default Setting」を表示させます。

②
[ENTER]キーを押しますと、「Yes,No」が表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または
「No」を選択して[ENTER]キーを押します。

③ メニュー項目の｢Auto Download｣を表示させて、[ENTER]キーを押します。
① [UP][DOWN]キーで｢Half Memory｣または｢Max Memory｣に合わせます。

②
｢Change? Yes,No｣が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで｢Yes｣または｢No｣を選択して
[ENTER]キーを押します。

① ＣＦカードスロットにコンパクトフラッシュカードを挿入します。

②
メニュー項目の｢Card Download｣を表示させ[ENTER]キーを押し、[UP][DOWN]キーで[All]ま
たは[New]を選択して[ENTER]キーを押します。[All]を選択すると全データ、[New]を選択す
ると最新データが回収されます。

③ 回収時間は記録データ数により違いますが最大（[All]選択時）で約４分間です。

④
回収が正常に完了すると｢Load Finished｣と表示しますのでＣＦカードスロットからＣＦカー
ドを引き抜きます。

① メニュー項目の「Card Format」を表示させます。

②
[ENTER]キーを押しますと、「Yes,No」が表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または
「No」を選択して[ENTER]キーを押します。

③ ※ＣＦカードが挿入されていない時にカード回収動作をすると｢No Card｣と表示します。
※最新データ回収と全データ回収の違いについては、「６－１　記録計のデータ回収につい
て」を参照してください。

ＣＦカード回収

ＣＦカード初期化

標準設定呼出

自動データ転送

メモ

電池残量
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５ 電池

！

リチウム電池パック：ＮＲＨ－Ｂ０６に使用されているリチウム電池の仕様および特徴は、次のとおりです。

・放電中の内部抵抗変化が少なく、放電電圧は放電末期まで平坦。(ただし、軽負荷放電 の場合)
・１００μＡの放電で高容量（2000mAh）、高エネルギー密度（970mWh/cm3)
・従来の電池で対応できなかった、－５５℃～＋８５℃の極めて広い温度範囲で使用可能。
・ﾊｰﾒﾁｯｸｼｰﾙによる完全密閉方式、自己放電も極めて少ないので長期間の使用が可能。

リチウム電池の自己放電が従来の電池にくらべて著しく小さいのは、負極リチウム表面に保護皮膜が生成し、
正極との反応を防いでいるからです。

微少電流の放電では、この皮膜の中を電流が流れることができますが、大電流を流すにはこの皮膜が破壊
されるまでの間は、保護皮膜による内部抵抗のため、閉路電圧が一時的に低下します。
その時の電圧の最低値を過度最低電圧と呼んでいます。この現象は一般的に温度が低いほど、また負荷
が大きいほど低い電圧を示します。

この被膜は、保管期間と保管温度（３０℃以上）によって進行します。
保管の際は、温度３０℃以下、湿度８０％以下で保管してください。
２年以上保管される場合は、１２カ月ごとに１２０Ωの抵抗で６０秒程短絡し、被膜除去を行ってください。

リチウム電池パック：ＮＲＨ-Ｂ06を交換される際は下記に注意してください。

※リチウム電池パックは、製造年月から１２カ月以内に使用してください。

※製造年月は、リチウム電池パック基板の裏に刻印されています。例：２００９（２０２０年０９月製造）

※製造より１２カ月以上経過したリチウム電池パックを利用される際は、電池パックのプラス極とマイナス極を
１２０Ωの抵抗で６０秒程 短絡し、活性化を行ってください。

※動作電池固定ネジを締める場合、強く締めすぎるとプリント基板側のネジ固定部が破損する場合がありま
す。緩めた時と同じ程度に締めて下さい。

※動作電池固定ネジは、電池の固定と記録計の電源電極を兼ねています、プリント基板のネジ固定部分が
破損すると、記録計に電源供給ができなくなり動作しないことがあります。

※動作電池の取付けの方向は上記の通りです、電池交換時には向きに十分ご注意下さい。

※雨天や降雪時の電池交換作業は、水滴が記録計に付着しない様に注意して作業して下さい。
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５ 電池

５－１ 動作電池の交換

記録計の動作用電池を交換するときは、測定スイッチをオフ（ＯＦＦ）にしてから行います。動作用の電池
はＫＡＤＥＣ専用電池で、取付ネジで電池の固定と電極を兼ねています。交換する場合は、プラスドライバ
でネジを外して下さい。

５－２ 電池残量のリセット

動作電池を交換後、メニュー項目の「BATT」を表示させ、動作電池残量のリセットを、必ず実行してくだ
さい。
もし、このリセット操作を行わない場合、動作電池の容量が有るときでも正確な残量計算ができず、交換前
の状態のままです。リセット操作時のメニュー表示は次の通りです。

電池残量のリセット時に、選択した動作電池の容量を記録計内部に設定します。

※電池残量の表示機能は、計算による予測値です。あくまで目安としてご使用下さい。

ＬＣＤ１行目 BATT TYPE SERECT
ＥＲ６ ＮＲＨ－Ｂ０６を１個使用 １８００ｍＡｈ
ＥＲ６×２ ＮＲＨ－Ｂ０６を２個使用 ３６００ｍＡｈ
ＣＲ１２３Ａ カメラ用電池ＣＲ１２３Ａを使用 　９００ｍＡｈ

ＬＣＤ２行目

使用する動作電池を選択して下さい。

動作電池固定ネジ
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５－４ ＣＦカード用電池

ＣＦカードを動作させるための電池は、カメラ用電池（ＣＲ１２３Ａ）です。この電池が消耗すると、ＣＦカードの
機能が使用できなくなりますので、ＣＦカードへデータ転送ができないときは、電池交換を行なってからＣＦ
カードの機能の操作を行ってください。

この電池は、ＣＦカードでのデータ回収動作などＣＦカードに関する動作において使用します。したがいまし
て、CFカード用電池が消耗しても、動作電池の残量が残っていれば、測定動作に影響はありません。

ＣＦカード用電池の寿命は、データ回収動作で概ね５００回程度です。

５－３ 測定動作日数

ＫＡＤＥＣ２１－ＵＳの動作日数は記録インターバルや接続するセンサーによって変化します。以下に標準
的な動作日数を記載しますので設置時の参考にして下さい。ただし、記録計のメモリ容量は考慮していませ
ん。

※（＋）プラス、（－）マイナスの極性に注意して下さい。

※上記の日数計算には、外部トリガ機能や通信による消費電流は考慮しておりません。プレタイマ機能を使
用した外部トリガ機能を使用する場合や、ＰＣとの通信を頻繁に行う場合の動作日数は別途計算が必要で
す。

ＣＦカード用電池

　　　　リチウム電池パック１個 　　　カメラ用電池ホルダ１段
ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ 測定データ数 測定日数 測定月数 ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ 測定データ数 測定日数 測定月数

　　１分 約 341,280ﾃﾞｰﾀ 　約 237日　約 7.9ヶ月 　　１分 約 169,920ﾃﾞｰﾀ 　約 118日　約 3.9ヶ月
　１０分 約 126,144ﾃﾞｰﾀ 約 876日 約 29.2ヶ月 　１０分 約 63,072ﾃﾞｰﾀ 約 438日 約 14ヶ月
　３０分 約 52,512ﾃﾞｰﾀ 約 1,094日 約 36.4ヶ月 　３０分 約 26,256ﾃﾞｰﾀ 約 547日 約 18.2ヶ月
　６０分 約 28,008ﾃﾞｰﾀ 約 1,167日 約 38.9ヶ月 　６０分 約 13,992ﾃﾞｰﾀ 約 583日 約 19ヶ月
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６ 技術資料
６－１ 記録計のデータ回収について

KADEC21シリーズは記録計本体に９７２８０データ分の記録メモリを持っています。データ回収時に、この
９７２８０データを全て回収する方法と、未回収の部分のみ回収する２つの回収方法が選択できます。それ
ぞれ、「全データ回収」、「最新データ回収」と呼んで、記録計のＬＣＤ表示メニューでは[ALL],[NEW]と表
示されます。
以下にその違いを説明します。

６－１－１ 全データ回収 「ALL」

記録計の内部メモリ97280個すべてを回収します。この方法でデータ回収をおこなえば、未回収記録
データに過去の記録データを含め記録計内部のデータをすべて回収します。過去の記録データは最新
の記録データで上書きされない限り記録計に残っています。万が一、過去に回収したデータが紛失した場
合などはこの方法で上書きされていない過去の記録データを全て回収することができます。
６－１－２ 最新データ回収 「NEW」

前回データ回収した記録データの次のデータから現在までの未回収記録データを回収します。この方
法でデータ回収をおこなえば、未回収記録データだけを回収しますので短時間で回収動作が完了します。

記録計内部メモリ　９７２８０データ

記録メモリが末尾になると先頭に戻り、記録メモリの先頭からデータを上書きします。（メモリスクロール方式）

過去の記録データ 未回収の記録データ 過去の記録データ

前回データ回収 最新データ

「NEW」
最新データ回収

「ALL」
全データ回収
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６－２ プレタイマーについて

プレタイマー機能は、記録計の測定インターバルと同期して、外部のセンサーやアンプなどの機器の電源
をオン／オフするための機能です。電源の必要な入力機器は、常時電源を供給すると、電池の消耗を早めま
す。長期間の測定の場合、大型のバッテリィが必要となってきます。そこで、測定時前にセンサやアンプなど
の機器に、測定インターバル前に電源をオンにする信号を出力する機能がプレタイマー機能です。

プレ信号ON

プレ信号OFF

測定中

測
定
開
始

測
定
終
了

プレタイマ：OFF

プレ信号ON

プレ信号OFF

測定中

測
定
開
始

測
定
終
了

プレタイマ：０min

プレ信号ON

プレ信号OFF

測定中

測
定
開
始

測
定
終
了

プレタイマ：○△min

測定と同時にON
プレ時間”０min”

測定開始前○△min
前にON

プレタイマは無効
ONしない

６－２－１ 外部同期端子について

プレタイマー機能で設定した時間で外部同期端子「EXTOUT」がON/OFFします。
出力はトランジスタによる有電圧出力ですので、外部電源をON/OFFする必要がある場合はリレー等で回路
を構成してください。その際は以下の点に注意してください。
○出力はトランジスタによる有電圧出力で、負荷により記録計の動作電池の消費電流が増加します。
○オン状態のときは、負荷に動作電池から電流が流れ続けますので、動作電池の消費電流には注意して
下さい。
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６－３ アフタースタート機能について
アフタースタート機能は、測定開始日を予め設定し、その設定された月日時分から測定を開始します。 但

し、測定インターバルの設定により、その設定時刻に測定されるとは限りません。つまり測定インターバルを
１時間と設定した場合、正時に測定される為、スタート時間を○月△日９時３０分と設定しても、測定は１０時
００分まで行われません。

記録中にアフタースタートを設定した場合、設定時刻まで記録は停止します。リモート操作で一旦記録を
停止させる場合に有効です。逆に誤ってアフタースタートを設定してしまうと記録が停止させられる為、設定
操作には注意が必要です。
アフタースタート機能の停止は、測定開始日を全て０（ゼロ）に設定します。

６－４ 電池残量表示機能について
KADEC21シリーズのＬＣＤ表示メニュー項目の「BATT」で表示される動作電池残量は、測定時の消費電

流、待機時の消費電流といった記録計の各動作状態での消費電流を予め内部の不揮発性メモリに書き
込んでいます。この値をプログラムで計算することで、電池残量を計算して表示させています。ですから電
池残量表示機能は、電池残量の予測値であることにご注意下さい。（電池電圧の実測値に基づくものでは
ありませんので目安としてご使用下さい。）

６－５ 自動ＣＦカードデータ転送機能について
KADEC21シリーズのＣＦカードモデルでは、ＣＦカードを記録計に差込んだままで、自動的に記録計から

ＣＦカードへデータ転送する機能を持っています。これは記録計の内部メモリから最新記録データを自動
的にＣＦカードに転送する機能です。記録計の内部メモリに最新記録データが半分（４８６４０個）またはフ
ル（９７２８０個）になった時に、自動的にＣＦカードにデータ転送が行われますので、長期間連続測定も可
能となります。
①測定を開始する前に、ＣＦカードスロットに新しいコンパクトフラッシュカードを差し込みます。
②メニュー項目の｢Card Format｣を表示させ[ENTER]キーを押し、[UP][DOWN]キーで[YES] を選択して

[ENTER]キーを押してカードをフォーマットします。この時、CFｶｰﾄﾞ内 に記憶しているデータは完全
に消去されますので注意してください。

③メニュー項目の｢Auto Download｣を表示させて、[ENTER]キーを押します。
④[UP][DOWN]キーで｢Half Memory｣または｢Max Memory｣に合わせます。
⑤｢Change? Yes,No｣が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで｢Yes｣または｢No｣を選択して
[ENTER]

キーを押します。
⑥測定スイッチをＲＥＣ側にすると、測定を開始します。ＣＦカードを抜くときは、自動回収機能｢Auto 

Download｣をオフ｢OFF｣にし、｢Card Download］メニューを表示し回収中ではないことを確認してください。

！

※ 自動データ転送機能を使用して屋外で無人で計測する場合は、温度保証されたＣＦカードで運用す
ることをお勧めします。
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６－６ ＣＦカードの注意点について

※ＣＦカードに記憶できる最大データファイル数は、ＣＦカードの容量やデータファイル容量に関係なく最
大約１２８個です。最大データファイル数を越えると｢Error｣と表示されますので、別のＣＦカードをフォー
マットした後、再度回収してください。

※ＣＦカードの容量がいっぱいになった場合も｢Error｣と表示されますので、別のＣＦカード をフォーマット
した後、再度回収してください。

※自動ＣＦカードデータ回収での｢Max Memory｣の１データファイル容量は７６２ＫＢ、｢Half Memory｣の
１データファイル容量は３８１ＫＢです。また、回収にかかる時間は｢MaxMemory｣で約４分、｢Half 
Memory｣で約２分です。１０分以下のインターバルでお使いの場合は｢Half Memory｣を選択してくださ
い。

※自動ＣＦカードデータ回収時に最大データファイル数を越えるかＣＦカードの容量がいっぱいになった
場は、自動ＣＦカードデータ回収機能が自動的に｢OFF｣となり、記録計の内 部メモリからＣＦカードへ自
動回収されなくなります。記録計は測定を停止するまで記録し続けるので記録計の内部メモリ記憶容
量を超えると回収していないデータを上書きしてしまいます。よって自動ＣＦカードデータ回収をおこな
う場合はＣＦカードの容量とデータファイル数には十分注意してください。

※ＣＦカードデータ回収中にキー操作が９０秒以上ない場合、ＬＣＤ表示が自動的に消えてしまいますが、
再度キーを押すと表示されますので[UP][DOWN]キーにて｢Card Download｣を表示して回収完了を
確認してください。

※ＣＦカードデータ回収中に回収処理を中断したい場合は[ENTER]キーを押してください。｢Cancel｣と
表示され回収処理を中断します。

※ＣＦカードデータ回収中に回収処理を中断したい場合は[ENTER]キーを押してください。｢Cancel｣と
表示され回収処理を中断します。

※ファイルシステムの制約から、２Gバイトを超える容量のカードは使用できません。
※”Card Format”機能は、パソコンにおけるクイックフォーマットと同じで、ＣＦカード内部のデータを消去

する機能しか持っておりません。

６－７ ＣＦカードモデルのエラー一覧

ＣＦカードモデルでＣＦカードに関する動作を行った場合に出るエラーの一覧を以下に示します。

LCD表示 エラー内容と対処方法

Card Error 02 CFカードに問題があります。CFカードを交換してください。

Card Error 03 CFカードに問題があります。CFカードを交換してください。

Card Error 04 CFカードに問題があります。CFカードを交換してください。

Card Error 05 CFカードのフォーマットがFAT形式ではありません。FAT32の場合は

使用できませんのでPC等でFATを選択して再フォーマットしてください。

Card Error 06 CFカードに問題があります。CFカードを交換してください。

Card Error 07 CFカードに問題があります。CFカードを交換してください。

No Space 08 CFカードに書き込めるファイル数を超えています。

No Space 09 CFカードに書き込めるファイル容量を超えています。

CA Error 12 カードアダプタとの通信ができません。故障が考えられます。

CA Error 13 カードアダプタとの通信エラーが発生しました。再度やり直して見てください。

CA Error 14 カードアダプタの電源異常です。CR123Aの電池残量を確認してください。

No Card CFカードが挿入されていません。

Cancel カード回収中にEnterキーで中断されました。

No Data 最新データは記録されていません。



-18-

期　間 補 正 回 数 補　正　時　間
２０秒 １回 　　　　　１×１／１６３８４＝　６１μ秒
１分 ３回 　　　　　３×１／１６３８４＝１８３μ秒

１時間 １８０回 　　　１８０×１／１６３８４＝　１０．９８ｍ秒
１日 ４３２０回 　　４３２０×１／１６３８４＝２６３．６７ｍ秒

１週間 ３０２４０回 　３０２４０×１／１６３８４＝　　１．８５秒
１ヶ月 １２９６００回 １２９６００×１／１６３８４＝　　７．９１秒

６－８ RTC誤差調整機能

記録計内部にはＲＴＣ（Real Time Clock）と呼ばれる時計を内蔵しています。出荷時には常温環境下に
おいて月差約±１０秒以下になるように調整しています。このＲＴＣは水晶発振を基に時刻を刻んでいます
が、極端な温度変化の環境下に記録計を設置した場合などは、月差がさらに大きくなる場合もあります。
※個々のＲＴＣの誤差は統計的な標準偏差により規定されます。

ＲＴＣ誤差調整機能は、特殊な装置を必要とせずに記録計内部の時計（ＲＴＣ）の進みまたは、遅れを調
整することができます。この機能は、２０秒に１度、ＲＴＣのクロック数を変化させることにより、時計の進み遅
れを調整しています。設定方法は、時計が遅れているときは現在の設定値を減らし、進んでいるときは設
定値を増やします。

増減値の１カウントの補正時間は以下の様に求められます。
・ＲＴＣクロック周波数 ：３２７６８Hz（分周比１／２で１６３８４Hz）
・１カウントあたりの分解能：１／１６３８４Hz＝６１．０３５１μ秒
・補正インターバル ：２０秒

例１）１日に時計が３秒進んだ場合。
１日=８６４００秒 ８６４００÷２０=４３２０
１日当り４３２０回補正インターバルが生ずるので
６１．０３５１μ秒×４３２０=０．２６３７秒／日
３÷０.２６３７＝約１１カウント
現在の設定値が１０の場合、１０＋１１＝２１を設定します。

例２）一週間に時計が７秒遅れた場合。
１カウントは、１．８４５７秒／週なので ７÷１．８４５７＝約４カウント
現在の設定値が２１の場合、２１－４＝１７を設定します



・ＡＣアダブタ ９Ｖ（トランスタイプ）
ＫＡＤＥＣ２１シリーズを商用電源（AC１００Ｖ）

で使用する際に使用します。ＫＡＺＥで使用す
る際は、電源周波数（50Ｈｚや60Ｈｚ）ノイズに
強いトランスタイプを使用してください。

※：先端形状を指定してください。
1：ＡＣプラグ（センターマイナス）
2：差込型ピン端子

型式：ＫＤＣ－Ｈ０４－容量

型式：ＫＤＣ－Ｂ０２－ＴＲ－□
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７ 別売りオプション
ＫＡＤＥＣ２１シリーズの記録計を便利にお使いいただく為のオプション品をご紹介いたします。

・カメラ用電池ホルダ

カメラ用電池ＣＲ１２３Ａは（二酸化マンガンリ
チウム電池）一般的に市販されている電池です。
この電池でＫＡＤＥＣ２１シリーズを動作させると
電池容量は、専用の動作電池（ＮＲＨ－Ｂ０６）
に比べ約半となります。

※：ＣＲ１２３Ａの電池容量はメーカ毎に違いが
あります。

型式：ＫＤＣ－Ｂ０１－Ｕ２１

・温度保証ＣＦカード

ＫＡＤＥＣ２１シリーズのＣＦカードモデルで、
自動ﾃﾞｰﾀ転送機能を用いた場合、外気温度が
氷点下になる場合もあります。一般に市販され
ているＣＦカードでは低温環境下の動作保証は
されておりませんが、このＣＦカードは－４０℃ま
で動作温度が保証されています。

※メモリカードの容量はその時の入手状況に応
じて変わる場合があります。
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８ 仕様

※：上記精度は記録計の精度で、センサーと組合わせた総合精度ではありません。

入 力 範 囲 ０～±２００００μＥ
ひ ず み 分 解 能 １μＥ
（ CH-1 ） 測 定 精 度 ±０.１％Ｆ．Ｓ

セ ン サ 種 別 ３５０Ωブリッジタイプ
入 力 範 囲 －２００～２００℃

白金測温抵抗体 分 解 能 ０.０１℃
（ CH-2 ） 測 定 精 度 ０.２℃

使 用 素 子 ＪＩＳ　Pt１００Ω／０℃（新JIS／旧JIS対応）

１、２、３、４、５、６、１０、１２、１５、２０、３０秒

１、２、３、４、５、６、１０、１２、１５、２０、３０分

１、２、３、４、５、６、８、１２、２４時間

有電圧外部トリガによる測定動作

記 憶 容 量 ９７，２８０個（約６７５日分／１０分間隔）

使 用 メ モ リ 不揮発生メモリ（バッテリバックアップ不要）

記 録 内 容 時刻記録方式

１要素の１ﾃﾞｰﾀごとに日時／入力要素／ﾁｬﾝﾈﾙ番号を同時記録

※各専用機器の入力仕様によって異なります。

メ モ 機 能 メモ数　：６個

文字数　：１６文字

取扱文字：ローマ字、カタカナ、記号

※操作キーで登録設定ができます。

記 録 方 式 メモリスクロール方式

ＣＦカード種別 コンパクトフラッシュ型メモリカード

記憶容量 最大２Ｇバイトまで対応　ＦＡＴ１６

コマンドまたは、スイッチ操作によるデータ転送

自動データ転送

ＣＦカード用電源 カメラ用電池×３個（ＣＲ１２３Ａ）
使用コネクタ ＵＳＢ ＭＩＮＩ Ｂコネクタ（ドライバは製品に添付または弊社ＨＰよりＤＬ可能）
通信ソフト KADEC21専用通信ソフトを使用
（無償配布） ※通信ソフトは、当社のホームページから無償でダウンロードできます。
１６文字２行キャラクタＬＣＤ表示器（－２０～７０℃動作範囲）

※－１０℃以下では、表示がうすく表示レスポンスは多少低下します。

※９０秒以上操作キーによる操作がないときは、自動的に表示はＯＦＦになります。

押しボタンキー　：３個（UP/DOWN/ENTER）

スライドスイッチ：１個（REC/STOP）　　　　　　　　※測定開始／終了スイッチ

ボリウム　　　　：ＬＣＤ表示器のコントラスト調整

ﾌ ﾟ ﾚ ﾀ ｲ ﾏ ｰ 機 能 記録動作前に外部機器の電源をON/OFFする機能

設定可能範囲は１～５９分（初期値はＯＦＦ）

ｱ ﾌ ﾀ ｰ ｽ ﾀ ｰ ﾄ 機 能 指定した月日時分から測定動作が開始します。

（初期値はＯＦＦ）

RTC 調 整 機 能 タイマー機能の進みおよび遅れの調整を行うことができます。

※タイマー機能は動作電池およびボタン電池でバックアップ

電池残量表示機能 内蔵電池の残量を計算によってＬＣＤ表示器に１０段階で出力

（ 目 安 ） ※電池交換時には残量リセット操作によって満タン状態となります。

消 費 電 流 測定時動作電流：３２ｍＡ

（ロガ－部のみ） スリープ時電流：４０μＡ

通信動作電流　：３６mＡ

使 用 電 源 リチウム電池パック（ＮＲＨ－Ｂ０６：ネジ固定方式）

カメラ用電池（ＣＲ１２３Ａ）

専用ＡＣアダプタ（ＤＣ９Ｖ）

※カメラ用電池を使用した場合は温度環境により電池容量が変わります。

搭 載 Ｏ Ｓ Ｉ-ＴＲＯＮ（リアルタイムＯＳ）採用により各機能が独立して動作

動 作 環 境 －２５℃～＋８０℃

寸 法 ／ 重 量 １７５Ｗ×１２５Ｄ×７５Ｈ／８００ｇ（突起物含まず）

通信機能

回収機能

測 定 ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾊ ﾞ ﾙ

記 録 デ ー タ

CFカード機能

表 示 器

操 作 キ ー

標 準 機 能

電 源
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９ 外形寸法
９－１ ＫＡＤＥＣ２１－ＵＳ－C

17
5

75125


